
『

』

角
館
所
預
の
佐
竹
北
家
に
残
さ
れ
た

北
家
御
日
記

（
県
指
定
有
形
文
化
財

。

・

-
-

Ａ
Ｋ
２
１
２

１

１
〜
７
６
５

）

現
在
七
六
五
冊
に
及
ぶ
日
記
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
い
ま
話
題
の
ク
ニ

マ
ス
に
関
す
る
記
述
が
三
五
ヶ
所
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

初
出
は
一
六
七
四
年
、
そ
の
次
は
一
七
一
五
年
で
、

一
八
〇
〇
年
代
に
多
く
な
り
、
初
出
だ
け
が
平
仮
名
表

記
で
、
そ
れ
以
降
は
す
べ
て
漢
字
（
国
鱒
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。

内
容
は
、
北
家
当
主
が
地
元
か
ら
献
上
を
受
け
た
と

か
、
当
主
が
久
保
田
藩
主
や
江
戸
屋
敷
に
送
っ
た
こ
と

な
ど
、
当
時
ク
ニ
マ
ス
が
貴
重
な
贈
答
品
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

ま
た
ク
ニ
マ
ス
の
命
名
者
は
久
保
田
藩
九
代
藩
主
佐

竹
義
和
と
の
説
が
あ
り
ま
す
が
、
義
和
が
藩
主
に
な
っ

た
一
七
八
五
年
よ
り
も
百
年
以
上
も
前
に
ク
ニ
マ
ス
の

表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
義
和
命
名
説
が
誤
り
で

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

『
北
家
御
日
記
』
に
は
、
ほ
か
に
も
家
臣
の
知
行
所

支
配
や
久
保
田
・
江
戸
で
の
御
用
記
録
な
ど
の
公
的
記

録
、
日
ご
ろ
の
交
際
や
行
事
な

ど
の
私
的
記
録
な
ど
、
当
時
の

佐
竹
北
家
の
実
情
を
知
る
う
え

で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
度
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
一
層
の
調
査
・
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
ク
ニ
マ
ス
に
関
し
て
は
、
当
館
所
蔵
の
水

産
試
験
場
関
係
書
類
（
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
、
県
指

定
有
形
文
化
財
・

）
の

９
３
０
１
０
３

７
１
７
２
〜
７
１
９
１

-

中
に
、
人
工
孵
化
で
は
成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
成
魚
に

育
て
る
試
み
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た
こ
と
な
ど
、
試

験
内
容
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ク
ニ
マ
ス
の
生

態
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

９
３
０
１
０

特
に
「
昭
和
５
年
度
試
験
事
業
報
告

（
」

）
に
は
国
鱒
に
つ
い
て
「
田
澤
湖
ニ
於
テ

３

７
１
９
０

-…
豫
定
ノ
八
十
萬
粒
採
卵
シ
タ
ル
外
、
更
ニ
六
十
萬
粒

ヲ
採
卵
セ
シ
メ
、
之
レ
ヲ
長
野
、
山
梨
、
富
山
ノ
三
県

ニ
分
譲
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
あ
り
、
山
梨
県
西
湖
以
外
に

も
ク
ニ
マ
ス
の
生
存
を
期
待
さ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
ま
す
。

公
文
書
館
に
は

『
北
家
御
日
記
』
な
ど
の
県
指
定

、

有
形
文
化
財
一
〇
点
の
ほ
か
、
お
よ
そ
一
六
万
点
に
及

ぶ
歴
史
資
料
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
資
料
を

活
用
し
て
各
種
講
座
（
古
文
書
入
門
・
解
読
コ
ー
ス
・

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
）
や
企
画
展
（
今
年
度
は
『
秋

田
藩
家
蔵
文
書
』
に
よ
る
「
戦
国
時
代
の
秋
田
」
が
テ

ー
マ
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
し
い
試
み
と
し

て
、
当
館
で
展
示
し
た
パ
ネ
ル
等
を
活
用
し
た
出
張
展

示
会
を
北
秋
田
市
、
横
手
市
な
ど
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
事
業
に
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
参
加
頂
く
と
と
も
に
、
公
文
書
館
を
大
い
に
活
用
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【

】

館
長

佐
藤
貞
悦

①
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
６
巻

・
幕
末
の
秋
田
藩
家
老
宇
都
宮
孟
綱
の
日
記
で
す
。

第
６
巻
は
安
政
五
〜
万
延
元
年
（
一
八
五
八
〜
一
八

六
〇
）
の
日
記
で
、
安
政
の
大
獄
・
桜
田
門
外
の
変

な
ど
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
『
秋
田
県
庁
文
書
群
目
録
』
第
８
集

・
昭
和
十
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
戦
中
戦
後
期
の
公

文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
『
所
蔵
古
文
書
目
録
』
第
７
集
「
佐
竹

文
庫
目
録

（
秋
田
藩
関
係
文
書
Ⅱ
）

」

・
旧
秋
田
藩
主
佐
竹
家
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
資
料
五
，

八
六
四
点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
２
６
号

・
昨
年
三
月
に

県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
た

秋

、

「

田
県
行
政
文
書
」
を
表
紙
に
、
今
年
度
の
公
文
書
館

の
活
動
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑤
『
研
究
紀
要
』
第
１
７
号

・
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
高
橋
実
氏
の
講
演
録

「
自
治
体
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
公
文
書
管
理
法
」
を
は

じ
め
、
当
館
職
員
の
今
年
度
の
研
究
成
果
を
収
め
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
刊
行
物
の
ご
案
内
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史
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的
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を
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華
や
か
な
元
禄
時
代
を
わ
が
世
の
春
と
ば
か
り
謳
歌

し
た
五
代
将
軍
綱
吉
も
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
一

月
十
日
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
継
ぎ
に
は

（

）

。

甥
の
家

宣

甲
府
宰
相
綱

豊

が
決
定
し
ま
し
た

い
え
の
ぶ

つ
な
と
よ

し
か
し
、
将
軍
宣
下
が
行
わ
れ
た
五
月
一
日
ま
で
に
は

か
な
り
の
期
間
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
も
現
実
の
政
治
は
動
い
て
い
ま
し
た
。
ま

ず
こ
の
将
軍
交
代
時
に
、
秋
田
藩
に
は
ど
ん
な
情
報
が

届
け
ら
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
幸
い
、
当
時
藩
家
老

で
あ
っ
た
岡
本
元
朝
の
日
記
に
は
、
断
片
な
が
ら
関
連

の
あ
る
記
事
が
散
見
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の

一
端
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

最
初
に
稀
代
の
悪
法
と
言
わ
れ
た
「
生

類

憐

し
ょ
う
る
い
あ
わ
れ

み
の
令
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
継
続
を

望
む
綱
吉
の
願
い
も
空
し
く
即
時
に
廃
止
の
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
諸
国
に
伝
わ
る

に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

秋
田
藩
の
場
合

同
年
の
二
月
三
日
の
記
事
に

江

、

、「

戸
表
で
犬
が
痛
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
、

幕
府
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
報
告
に
は
及
ば
な
い
」
と

の
回
答
で
し
た
。
同
時
に
四
ッ
谷
・
中
野
の
犬
小
屋
は

不
要
で
あ
る
と
命
じ
、
こ
れ
に
関
わ
る
こ
と
も
「
諸
人

」

。

、

安
様
ニ

と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

こ
れ
を
受
け
て

元
朝
は
「
万
々
歳
目
出
度
安
堵
之
事
候
」
と
率
直
な
感

想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

一
方
前
代
公
方
様
（
綱
吉
）
の
遺
体
が
一
月
二
十
二

日
上
野
寛
永
寺
に
納
め
ら
れ
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
元
禄
〜
宝
永
期
に
勘
定
奉
行
荻

原

重

秀
を

お
ぎ
は
ら
し
げ
ひ
で

つ
か
っ
て
実
施
さ
せ
た
悪
質
貨
幣
の
濫
発
が
物
価
の
高

騰
を
招
き
、
庶
民
を
苦
し
め
ま
し
た
が

「
世
間
及
迷

、

惑
候
」
と
聞
く
に
及
ん
で
、
家
宣
は
元
に
戻
す
方
針
を

示
し
た
こ
と
も
、
元
朝
は
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

二
月
十
九
日
（
左
写
真
）
に
は
「
生
類
検
死
之
儀
以

後
不
及
御
届
之
よ
し
」
と
の
指
令
が
正
式
に
藩
に
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
記
事
と
し
て
「
こ
れ
ま
で
諸

大
名
が
幕
府
老
中
の
仲
介
で
将
軍
に
内
意
を
伝
え
る
習

慣
が
あ
っ
た
が
、
以
後
は
こ
れ
を
無
用
と
し
、
月
番
老

」

。

中
に
申
し
出
る
べ
し

と
の
通
達
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

こ
れ
は
従
来
と
も
す
れ
ば
情
実
に
流
さ
れ
や
す
い
政
治

を
引
き
締
め
よ
う
と
す
る
家
宣
の
意
図
が
汲
取
れ
る
重

要
な
指
令
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

秋
の
予
定
で
あ
っ
た
元
朝
の
江
戸
詰
の
時
期
を
急
遽
早

め
、
四
月
十
四
日
、
元
朝
は
秋
田
を
出
発
し
ま
す
。
こ

う
し
て
江
戸
に
着
い
て
か
ら
の
日
記
は
伝
聞
で
は
な

く
、
六
代
将
軍
家
宣
の
政
治
を
実
見
し
、
記
録
し
て
い

き
ま
す
。

六
月
十
四
日

「
屋
形
様
御
入
部
之
儀
来
年
被
遊
候

、

様
ニ
」
一
門
壱
岐
守
を
通
じ
、
老
中
土
屋
相
模
守
に
伺

た
の
で
す
が
、
先
の
通
達
を
守
ら
ず
内
意
を
伝
え
た
こ

と
が
好
ま
し
い
結
果
を
生
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
な
わ

ち
、
若
年
の
藩
主
義

格
を
来
年
お
国
入
り
さ
せ
た
い

よ
し
た
だ

と
の
願
い
は
、
義
格
が
元
服
し
な
い
う
ち
は
認
め
難
い

。

、

と
の
回
答
で
し
た

そ
こ
で
藩
は
霜
月
に
前
髪
を
と
り

半
元
服
を
行
い
、
来
年
十
七
歳
に
な
る
の
を
待
つ
こ
と

に
し
ま
し
た
。

九
月
五
日

「
此
度
将
軍
宣
下
御
振
廻
御
用
金
ニ
秋

、

田
よ
り
本
方
奉
行
申
越
候
之
間
」
と
あ
り
、
京
都
朝
廷

（

）

か
ら
正
式
に
征
夷
大
将
軍
の
認
可
を
得
た

五
月
一
日

時
か
ら
、
諸
大
名
は
こ
ぞ
っ
て
御
祝
儀
の
興
行
を
開
始

し
ま
し
た
。

秋
田
藩
と
し
て
も
祝
儀
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
す

が
、
そ
の
経
費
は
接
待
な
ど
を
含
め
る
と
、
膨
大
な
額

に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
奉
行
ク
ラ
ス
の
裁
量
で
は
到

底
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
財
政
担
当
の
家
老
で
あ
る
元

朝
が
国
元
に
、
御
金
蔵
の
中
か
ら
千
両
を
送
金
す
る
よ

う
指
示
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
将
軍
の
代
替
わ
り
は
、
藩
に

と
っ
て
も
一
段
と
緊
張
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
、
日
記
の
行
間
か
ら
滲
み
出
て
い
る
こ

と
が
お
解
り
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。
幕
府
と
藩
が
密
接

に
繋
が
り
、
そ
れ
が
幕
藩
体
制
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
な

の
で
す
。

【

】

加
藤
民
夫
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古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

将
軍
綱
吉
の
死
去
と
秋
田
藩

〜
「
岡
本
元
朝
日
記
」
よ
り
〜

岡
本
元
朝
日
記
（
混
架
７-

３
８
０-

５
０
）

宝
永
六
年
二
月
十
九
日
の
条
よ
り


